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意識障害患者に対する口腔ケアの一考察
17階西病棟　○古田美佳　川名　横井　大久保　柳詰　中川
1　はじめに
　17西病棟では、肝臓癌・肝硬変患者が半数以上を占
めsその多くは予後不良で、当病棟で死を迎えている。
その過程で、末期には意識障害や寝たきりの生活を強
いられる。
　これら末期患者は、さらに病状が悪化していくにつ
れ、経口摂取不能となり、口腔内の乾燥・自浄作用の
低下に伴い口腔内が汚染してくる。又、抵抗力の低下
に伴い抗生物質やステロイドの大量投与により、口腔
内のカンジダ症や口内炎・口腔内潰瘍が発生する頻度
も高くなっている。当病棟においても、末期患者の口
腔内汚染が目立っているのが現状である。
　末期患者における口腔ケアは、口腔内を清潔にする
ことだけでなく、二次感染の予防や乾燥・口内炎に伴
う疹痛・不快感を最少限にする為にもかかせないもの
である。
　当病棟では、朝・夕の洗面介助にて口腔ケアを実施
しているにもかかわらず、現状を見ると、決して効果
的なケアが行われているとは言えない。そこで、現在
当病棟で行われている口腔ケアの実際を振り返り、問
題を分析し、より効果的なケアを行っていく為にどう
したらよいか考察したのでここに報告する。
・患者の口が開きにくかった為
・患者が入眠していた為
・時間がなかった
・患者に疲労があった為
・患者に適した方法がわからなかった
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3．時間がなくなったとき、その後どうしたか？
　ア）日勤者に申し送り依頼した　　　　10嘱
　イ）勤務中時間が空いた時に行った　　45％
　ウ）何もしなかった　　　　　　　45％
4，　1人の患者の口腔ケアにかけていた時間
　ア）1分以内　　30％　イ）3分以内　　60％
　ウ）5分以内　　5％　エ）工0分以上　　5％
5．目的をもって口腔ケアを行っていたか？
　　　はい　　　85％　　　　いいえ　　ユ5％
6．目的の内容（上記でハイと答えた方のみ）複数回
答あり
　・悪臭予防　　　　　　　　　　15名
　・二次感染予防　　　　　　　　　12名
　・患者の不快感が減少し、爽快感が得られる　9名
　・乾燥予防　　　　　　　　　　4名
　・外観をきれいにする　　　　　4名
　・口腔内観察の機会　　　　　　　2名
ll　研究目的
17階西病棟の口腔ケアの状況を把握し、問題点をみ
つけ、それらの具体的な解決策を明確にしていく。
皿　研究方法
　17階西病棟看護婦9名に対するアンケート調査
IV　アンケート結果
ユ．朝・夕の洗面介助時、意識障害患者に口腔ケアを
　行っていたか？
　ア）毎回必ず行っていた　　　　　　0％
　イ）ほとんど行っていた　　　　　50％
　ウ）あまり行わなかった　　　　　50％
2．口腔ケアを行わなかった理由（複数回答あり）
　・患者に誤嚥の恐れがあった為　　15名
V　老　　察
　当病棟の業務の中で口腔ケアについては、朝・夕2
回行う事を原則としている。
　満田氏は、t｛1日1’》2回のブラッシングと3時間
毎の洗浄で、粘稠な分断物の消失、舌苔の発生も少な
く、口腔も軽減する。，，と述べている。しかし、当病
棟の1日2回の口腔ケアは、12時間に一度の割合しか
行われていないということであり、十分な清潔が保た
れているとは言えない。その上、朝・夕の洗面介助時
に、口腔ケアをe「必ず行っていた，，という看護婦が1
人もおらず、t「あまりやらなかった，，という看護婦が
半数を占めていた。考えてみると、患者の口腔内は、
1人の看護婦が1回のケアを怠ったことにより、24時
間以上もの間放置されていたことになる。
　当病棟では、朝・夕の洗面介助の時間帯は看護婦が
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少ない上に、採血補助やナースコール対応が加わり、
口腔ケアにかける時間が短縮されてしまっている。そ
の為、行わなかった理由として、tt時間がなかった，，
ということが多くの看護婦からあげられている。こう
いつた現実がある為、洗面介助時における口腔ケアが
おろそかになっていたのであろう。
　しかし、朝・夕の短い洗面介助の時間内で、必ずし
も口腔ケアを行わなければいけないわけではない。そ
れよりも時間的余裕のある時に行ったり、他の看護婦
に依頼し、毎日必ず口腔ケアを継続していくことが大
切なのである。ところが、時間内に行えなかった場合、
空いた時間に行ったという人が半数のみであった。
　これらのことから、1日2回の口腔ケアが徹底され
ていなかったという現状が明らかになった。
　3時間毎に口腔ケアを行うことによって、口腔内の
外観をより良い状態に保つことが出来ると、満田氏は
言っている。しかし、実際にホスピスで行われている
ような濃厚なケアが、一般病院で同じように提供され
ているというのは非現実的なことであり、ホスピスで
出来る事も一般病院では、その時間がないということ
は確かなことである。
　当然、17階西病棟においても、患者数が多く、必然
的にケアや処置にかかる時間が多くなっている。その
為、3時間毎に口腔ケアを実施していくことは困難で
あろう。したがって、病棟では、1日2回の口腔ケア
を徹底していくことが必要となる。しかし、それが実
施されていなかったのはどうしてだったのだろうか。
　意識障害者は、唾液の分秘が減少し自浄作用が低下
する為、細菌の繁殖しやすい条件を備えている。その
上抵抗力・免疫力の舌下を合併している重症患者では、
口腔内の分秘事が気管内へ流れ込み、肺合併症を起こ
す可能性もある。更にそれが悪化し、死に直結してい
くことも考えられる。このことから、口腔ケアは非常
に重要なものと言える。
　口腔ケアの目的からみると、二次感染よりも悪臭予
防を目的とし、ケアを行っていた人が多く、外観や臭
気等だけに気をとられていたと思われる。しかし、口
腔内の汚染から肺合併症を起こす可能性もある為、意
識障害患者にとっては、二次感染予防が口腔ケアの第
一の目的になっていなければならなかったと思う。
　又、口腔ケアを行わなかった理由として、患者に誤
嚥の恐れがあった。口が開きにくかったをあげている
看護婦が多かった。意識障害があり、自力で口腔内の
清潔を保てない患者に口腔ケアを行っていく時、開口
しにくい・誤嚥の恐れ等は、必ずといっていい程問題
となってくる。よって、意識障害のある患者に対して
は、そういった問題を考慮した方法で行っていくこと
が、看護の技術ではないだろうか。しかし、それが出
来ていなかった現状や口腔ケアにおける目的から考え
てみると、口腔ケァの重要性が理解出来ていなかった
という事が言える。その為病棟での口腔ケアがおろそ
かになっていたのだと思う。
　時計とにらめっこをしながら、目の回る様な忙しさ
の中で、口腔ケアはただこなしていくだけの仕事にな
っていたのではないのだろうか。
　極めて日常的かつ基本的な口腔ケアの意義をもっと
理解した上で、私達は実施しなければならなかったの
である。
VI　’まとめ
　今回の研究により、当病棟において意識障害患者に
対する口腔ケアが、看護上軽視され、実践がおろそか
になっていたことが明らかになった。そして、患者の
口腔内を清潔に維持していく為には、看護婦1人1人
が、口腔ケアの重要性を理解したうえで、行っていく
ことが大切だということが分った。今後、看護婦全員
が口腔ケアに関する知識を深める場として、勉強会を
開いていきたい。
　人間がより人間らしく生きていく時、身体を清潔に
保つということは、どんな状態の患者でも持っている
基本的欲求である。保清が看護婦の手によって全面的
にゆだねられている以上、人として生をこの世にうけ
社会的存在としての最終地点を迎える時、私たち看護
婦は患者敬愛の気持ちを持ち、誠意のこもったケアを
していくことが大切になってくる。
V皿　おわり1こ
　意識障害患者の看護にあたる時、バイタルチェック
・全身清拭・吸引等のみに、看護が集中しがちであっ
たが、ここで口腔ケアの重要性を再認識することがで
きた。
　今回は、具体的対策まで進めることが出来なかった。
今後は、個々の患者に最も適した口腔ケアを、限られ
た時間の中で、スタッフ全員が継続していける様な具
体的方法を考えていきたい。
　最後にこの研究をまとめるにあたり、御指導・御協
力いただいたスタッフの方々に深く感謝いたします。
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